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この「石内の略年表」は、原始時代から、平成２６年の現在まで、私たちの

郷土「石内の歩み」をわかりやすく、五日市地区、（佐伯区）広島の動きととも

にとらえられるように年代順に並べたものです。 

また、そのできごとが、みなさんの頭の中にある日本の歴史年表の、どの時

代のできごとかわかるように、日本歴史のできごともいっしょに並べました。 

そのために、主として次の三つの資料を参考にしました。 

１ 原始時代～１９６９(昭和４４)        五日市町郷土略年表 

２ 原始時代～１９９８（平成１０）       石内年表体郷土史 

３ １９８５（昭和６０）～２０１２（平成２４） 佐伯区の主なできごと 

五日市町のできごとは、石内での生活を考えるのに関係があると思えるもの

を取り上げさせていただきました。 

これをもとに、この会の会員でこれまでに取り上げて調べたものを、検討し

て加えました。 

この会が続く間は、これからの石内のできごとを毎年記録し続けたいものだ

と考えています。 

 

 

石内をもっと知ろう会 発行 



参考資料と資料の紹介 

１, 「五日市町郷土略年表」（原始時代～昭和４４年） ８０ページ 

 

この資料は、小学校３年生の「郷土の学習」の資料として、五日市町教育研究会の社会

科部会の先生方が編集し、昭和４４年に発行されたものです。市立中央図書館、石内公民

館に原本があります。 

 

２, 「いしうち年表体 郷土史」（原始時代～平成１０年） １１８ページ 

 

この資料は、石内のできごとを記録するために、石内公民館の職員３名と石内地区の有

志７名が作成委員になって編集、平成１０年に発行されたものです。石内公民館に原本が

あります。 

 

３, 「佐伯区の主なできごと」（昭和６０年～平成２４年） 

この資料は、「佐伯区の概要」（２９ページ）について、佐伯区役所市民部区政振興課が

平成２４年に発行したもので、その中の「３ 佐伯区の主なできごと」としてのっている

年表を参考にしたものです。市立中央図書館に原本があります。インターネットでも検索

できます。 

 

４, 「石内まちづくり協議会広報」１号(平成１３年)～１８号（平成１８年）。 

 

５, インターネットによる検索。 

 

６, 平成２３年に発足した「石内をもっと知ろう会」で、これまでに取り上げて調査した

ものも、いくつか入れています。特に人物については、この会で順次掘り起こし、話し

合いながら追加できれば、と思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   石内をもっと知ろう会 

会員名簿 

 

 平成２３～２５年度              平成２６～  年度 

 

 

 

  

番号 氏   名 備     考 

 １ 大江 苑子  

 ２ 岡 真由美 会計担当 

 ３ 奥田 耕司 事務担当 

 ４ 小田イツ子 会計補助 

 ５ 小田 昭三 会長 

 ６ 角 真知子  

 ７ 吉川 邦子  

 ８ 窪田 君男 事務局担当 

 ９ 倉本 徳幸  

１０ 田中 孝雄  

１１ 西本 忠良 事務担当 

１２ 道添 富造  

１３ 谷口 武義  

１４ 加古川辰男  

１５ 加古川照子  

１６ 村田 稔充  

１７ 窪田 正義  

１８ 大原 鈴江  

 

番号 氏   名 備     考 

 １ 奥田 泰将 顧問（公民館長） 

 ２ 大江 苑子  

 ３ 岡 真由美 会計監査 

 ４ 奥田 耕司 事務局担当 

 ５ 小田イツ子 会計担当 

 ６ 小田 昭三  

 ７ 角 真知子  

 ８ 吉川 邦子  

 ９ 窪田 君男  

１０ 倉本 徳幸  

１１ 田中 孝雄  

１２ 西本 忠良 会長 

１３ 道添 富造  

１４ 加古川辰男  

１５ 加古川照子  

１６ 窪田 正義  

１７ 大原 鈴江  

１８ 中島 壽洋  

１９ 中島 るり  

 



                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各一字落としで記入 
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５９３ 
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６４５ 

 

６８５ 

７１０ 

７３１ 

７３７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大化元 

 

天武帝１４ 

和銅３ 

天平３ 

天平９ 

◎狩りや漁をしてくらす 

 

◎石器や縄文式土器をつくる 

★下沖５号遺跡から 2万年前のナイフ形石器発掘市最古 

●五日市新宮山、（今の五日市小学校の校庭の辺り）八幡利

松、高井付近に縄文時代の人々が住みつく 

 

◎米をつくりはじめる 

 

◎弥生式土器をつくる 

●観音三宅、倉重、八幡保井田、寺田、高井、石内口和田、

湯戸、付近に弥生時代の人々が住みつく 

 

◎日本にたくさんの国ができる 

 

★石内の湯戸くらいまで入江で海の潮が満ちると川幅が

広くなり、渡りの飛び石が百余り並べてあった（コー

ナン前の西法寺川の百石橋の所の百石記念碑の辺り） 

●八幡村より南は細長い湾になっている 

●八幡川は落合橋より、現造幣局前で海に流れる 

 

◎大和朝廷が日本の大部分を治めるようになる 

★石内・八幡・観音へ住む人が多くなり古墳が作られる 

 

◎仏教がつたわる 

○このころ厳島神社がつくられる 

◎聖徳太子が十七条の憲法をつくる 

◎大化の改新がおこなわれる 

●佐伯郡は阿岐の国に属す 

○山陽道（かげともの道）ができる 

◎都を奈良に定める 

○山陽道の国々に駅家を定める 

●このころ僧行基が下河内村の大杉を切って千手観音像を

ほり、極楽寺山に安置する 
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世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各１字落としで記入 
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７５２ 

７８２ 

 

 

 

 

７９４ 

８０５ 

８０６ 

８０７ 

 

 

９０１ 

９０３ 

 

９２７ 

 

１０１６ 

 

１１４６ 

１１５０ 

 

１１６４ 

１１６７ 

１１８４ 

 

１１８５ 

 

１１９２ 

 

１２２１ 

１２２３ 

 

 

１２２４ 

天平勝宝４ 

延暦元 

 

 

 

 

延暦１３ 

延暦２４ 

大同元 

大同２ 

 

 

延喜元 

延喜３ 

 

延長５ 

 

長和５ 

 

久安２ 

久安６ 

 

長寛２ 

仁安２ 

元暦元 

 

文治元 

 

建久３ 

 

承久３ 

貞応２ 

 

 

元仁元 

◎東大寺に大仏をつくる 

★石道村（石内村）ができる 

★石道村に有井神社ができる 

★水晶城の麓に宇佐八幡神社を勧請して臼山八幡神社が

できる 

 

◎都を京都に移す 

◎最澄 天台宗を伝える 

◎空海 真言宗を伝える 

●弘法大師が高井村に慈恩寺を開くという（五日市光善寺

の前身） 

 

◎菅原道真九州に流される 

★石内地区に「赤馬牛」の地名がある（赤馬牛は朝鮮系

の赤牛） 

★伴村より石道村を通り八幡村に出る道路ができる 

 

◎このころ藤原氏がはなやかなくらしをする 

 

○平清盛安芸の守に就任する（厳島神社信仰はじまる） 

★石内に今市城、串山城（共に平家の城）ができる、水

晶城（佐々木左衛門国正＝源氏）と戦う 

●このころ佐伯郡を佐東郡・佐西郡に改める 

◎平清盛が政治をとる 

★石道村より己斐村へ越す道路ができる 

○海辺村（井口、草津、古江）に道路ができる 

◎平氏がほろぶ 

 

◎源頼朝が鎌倉幕府を開く 

 

●周防の前国司藤原親実厳島神社神主となり桜尾城に住む 

●厳島神社神主職争いで友田興藤が石道城をおとしいれた 

●厳島神社神主職争いで大内方弘中水軍が五日市を焼いた 

 

◎親鸞浄土真宗を開く 
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世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各１字落としで記入 
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１２３５ 

 

 

１２７４ 

１２８１ 

 

１３３３ 

 

１３３８ 

１３４８ 

１３９２ 

１３９７ 

 

１４３０ 

 

 

 

 

１４４０ 

 

 

１４５７ 

 

 

１４６７ 

１４９１ 

 

１５０６ 

１５１５ 

 

１５２３ 

 

１５３２ 

 

嘉禎元 

 

 

文永１１ 

弘安４ 

 

元弘３ 

 

延元３ 

正平３ 

明徳３ 

応永４ 

 

永享２ 

 

 

 

 

永享１２ 

 

 

長禄元 

 

 

応仁元 

延徳３ 

 

永正３ 

永正１２ 

 

大永３ 

 

天文元 

 

○藤原親実安芸の国守護職を兼ねる 

○このころより廿日市は宮島の門前町として発達する 

 

◎元がせめてくる（文永の役） 

◎元がせめてくる（弘安の役） 

 

◎鎌倉幕府が滅び、後醍醐天皇が政治をとる 

 

◎足利尊氏が室町幕府を開く 

★有井城を有井三郎左衛門が石内につくる 

◎南朝・北朝が一つになる 

◎足利義満が金閣寺をたてる 

 

●このころ海老山下に湯蓋道空が住み、塩屋神社を建立歓

請するという 

●湯蓋道空は五日市塩田開発の人なりという 

●湯蓋道空は長者となり厳島神社宮殿を再興したという 

 

★石内は武田氏の領地であった（銀山城） 

○銀山城の武田氏と厳島神社の間で神領争いがはじまる 

 

★武田信繁石道村に城を築き教親（厳島神社）を攻める 

★大内氏の援軍により武田軍が敗退する 

 

◎応仁の乱がおこる 

●口和田の正覚寺（天台宗滝珊山）真宗に改宗し（浄元山）

となる 

●高井にあった真言宗慈恩寺を真宗に改宗し光善寺とする 

●武田氏と厳島神社の神領争いが終わる 

 

○大内義興安芸の国に出兵して廿日市・五日市を焼く 

 

★天文年間に石内に狐が城・西ケ城・京良木城・釈迦岳

城ができる 
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世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各１字落としで記入 
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１５４１ 

 

 

 

１５４３ 

１５４６ 

１５４９ 

１５５４ 

 

１５５５ 

１５７３ 

 

１５７６ 

１５８９ 

１５９０ 

１５９１ 

１６００ 

 

 

 

１６０１ 

 

 

 

 

 

１６０３ 

 

１６１０ 

１６１６ 

１６１９ 

 

１６３３ 

天文９ 

天文１０ 

 

 

 

天文１２ 

天文１５ 

天文１８ 

天文２３ 

 

弘治元 

天正元 

 

天正４ 

天正１７ 

天正１８ 

天正１９ 

慶長５ 

 

 

 

慶長６ 

 

 

 

 

 

慶長８ 

 

慶長１５ 

元和２ 

元和５ 

 

寛永１０ 

○このころ安芸の国でカキの養殖がはじまる 

★大内義隆が、厳島へ参詣する人々を対象に石内に新た

な関所を設けて、通行税をとっている毛利、小幡、大

塚氏に、それをやめさせる 

 

◎ポルトガル人が種子島に来て鉄砲を伝える 

●利松の慶雲寺（禅宗）を真宗に改宗して法専寺とする 

◎キリスト教が伝わる 

★石内の教專坊を真言宗から浄土真宗に改宗して浄土寺

とする 

○厳島の戦いで毛利軍が陶軍に大勝する 

◎室町幕府がほろぶ 

 

◎織田信長が安土城にうつる 

○毛利輝元が広島城をつくる、広島市の歴史がはじまる 

◎豊臣秀吉が全国を統一する 

○毛利輝元が広島城に入城する 

◎関ヶ原の戦い 

●このころ厳島神社の社領５６か所、石高合計５０４４石

７７２合である、五日市関係分は八代、三宅、千塔、寺

地、利松、五日市、石内にあり計２１４石６２５合 

○福島正則が広島城に入り安芸・備後の領主となる（４９万 

８２１３石） 

◎検地をする 

★石道村検地１９４町４８畝、２２３９石７合 

 

 

◎徳川家康が江戸に幕府を開く 

 

○このころ草津でカキ養殖をはじめる 

○福島正則が改易され、浅野長晟が広島藩主となる 

★石道村が浅野越前殿の知行所となる 

 

○広島藩は道路法を定め一里塚をつくる 
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世紀 時 代  西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各１字落としで記入 
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１９ 

 

  １６３４ 

 

１６３５ 

 

１６３９ 

１６４８ 

 

１６５５ 

 

 

１６５８ 

 

１６６１ 

１６６３ 

 

 

１６６４ 

 

１７１１ 

 

１７３２ 

１７３６ 

１７５５ 

 

 

１７７０ 

 

 

 

 

１８０４ 

 

 

 

寛永１１ 

 

寛永１２ 

 

寛永１６ 

慶安元 

 

明暦元 

 

 

万治元 

 

寛文元 

寛文３ 

 

 

寛文４ 

 

正徳元 

 

享保１７ 

元文元 

宝暦５ 

 

 

明和７ 

 

 

 

 

文化１ 

○廿日市より井口までの西国街道の道普請が行われる 

 

◎参勤交代や身分のきまりなどができる 

 

◎鎖国をする 

★石内の貴船神社を穴が迫山に移す 

 

●この年から１７１０（宝永７年）の間に、未新開、蟹原

新開、湯蓋新地等が埋め立てられ海老山と地続きとなる 

 

●五日市村の南側に一大新開地海老塩浜ができる 

 

★石道村が石内村と改称する 

★庄屋白井清衛門が石内村の臼山八幡神社の神殿・拝殿

を再建する 

 

●佐西郡を佐伯郡に改める 

 

★石内村２２３９石 

 

○大凶作になり各地で餓死する者が多数出る 

★石内村の熊野新宮を再建する 

★石内村に浄安寺堂ができる、堂前の池は眼病に効くと 

伝えられる 

 

★石内村は浅野越前殿の給知となる 

○このころの官道・西国路は東は広島境己斐村より西は周防

境木野村まで 

●このころ塩田がさかんになる 

 

○宇高直助が安佐郡阿戸村（現在の安佐南区）の阿戸神社の

そばに住み、道場を構え門弟に難破一甫流の指導を始める 

（これは平五郎・專三郎・是一と４代、大正まで１００年に

わたり、数百人が師事したと伝えられる） 

 



 

世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各 1字落としで記入 

   １８１９ 文政２ ○浅野藩は各村の地誌を書き出させる 

五日市町関係次の通り 

村  名 畝    数 石    高 戸 数 人 口  牛   馬   船  

 

皆  賀 

五 日 市 

海老塩浜 

中 須 賀 

高  井 

口 和 田 

寺  地 

利  松 

寺  田 

保 井 田 

石  内 

上小深川 

下小深川 

上 河 内 

下 河 内 

倉  重 

千  同 

坪  井 

三  宅 

屋  代 

佐  方  

合  計 

  町 畝 歩 

 23・41・10 

142・84・18 

 58・86・24 

45・25・25 

 6・19・09 

23・36・00 

9・98・00 

23・87・09 

13・77・05 

24・14・05 

194・48・00 

 22・96・24 

  5・68・15 

42・15・03 

28・79・00 

40・51・04 

39・31・02 

26・03・18 

35・13・22 

17・55・03 

64・35・06 

888・67・22 

    石  合 

229・800 

1・772・639 

   669・652 

   467・240 

    86・851 

   261・571 

   113・100 

   414・830 

   142・090 

   242・748 

2・239・007 

   306・140 

    79・244 

   643・120 

   326・272 

   454・965 

   436・320 

   308・597 

   310・683 

   230・000 

755・842 

10・490・711 

 

    3９ 

  ４２２ 

    ５８ 

   ９３ 

    ２４ 

   ５４ 

   ２７ 

  ４７ 

 ２１ 

   ６９ 

５０７ 

 ７３ 

   ３４ 

１８８ 

１３３ 

   ８２ 

８３ 

９６ 

７７ 

   ４１ 

１０４ 

２２７２ 

 

    207 

 1・972 

    305 

    469 

    151 

    221 

    116 

    219 

    100 

    323 

 2・113 

  324 

    149 

    682 

    391 

    369 

    380 

    356 

    338 

    190 

    738 

10・113 

 

   20 

   98 

   11 

49 

15 

23 

15 

22 

11 

45 

  281 

   36 

   13 

   68 

   35 

   39 

   46 

   46 

   40 

   14 

   33 

  960  

 

  ― 

  14 

  ― 

9 

  ― 

   ― 

   1 

   4 

   1 

   5 

  86 

   3 

   3 

  11 

  27 

   4 

   2 

   6 

   4 

   2 

   4 

186 

 

 ― 

  13 

   6 

 ― 

 ― 

 ― 

 ― 

 ― 

 ― 

 ― 

 ― 

 ― 

 ― 

 ― 

 ― 

 ― 

 ― 

 ― 

 ― 

 ― 

 ― 

  19 

・ 

 

 

  １８２９ 文政１２    ★「蛇抜け」と言われる、高山からの大規模な土石流が

吉合津川で発生、梶毛川との合流点付近にあった遊田

家の家・屋敷を押し流し、祖父と孫２人の３人が死亡、

中講の水田の畔に、その時流された「三つ石」と呼ば

れる大きな岩が今も見られ、その災害後高台に移転さ

れた遊田家の屋敷跡には、「石内の３大屋敷跡」に入る

と言われる、美しい石積みが今も残されている 

 



 

世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各一字落としで記入 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８５３ 

１８５７ 

 

１８５８ 

 

１８５９ 

 

 

 

 

 

１８６３ 

１８６５ 

 

１８６７ 

 

 

嘉永６ 

安政４ 

 

安政５ 

 

安政６ 

 

 

 

 

 

文久３ 

慶応元 

 

慶応３ 

 

 

◎ペリーが浦賀に来る 

★半坂の山（現在の五月が丘）から石材を運んで、臼山

八幡神社の鳥居ができる（現在の下の境内の鳥居） 

◎日米通商条約を結ぶ 

 

★白井盛太郎死亡、永井紐太郎が父盛太郎の塾を受け継

ぐ（白井盛太郎は亀井津和野藩士の御船方として草津

に居住、石内土井庄屋に請われて、下岩田氏宅にて塾

を開く、後に臼山八幡西に居を構え門人の指導に当た 

る、門人２１０余名に及ぶという） 

 

○飢きんがおこる 

★永井紐太郎の次男永井建子生まれる、幼名を庄三郎と

いう 

◎江戸幕府がほろび、武家政治が終わる 

 

 



新

し

い

世

の

中 

 

 

 

 

明

治 

１８６８ 

 

１８６９ 

 

１８７０ 

１８７１ 

１８７２ 

 

１８７７ 

 

 

 

 

１８７８ 

 

１８８０ 

１８８１ 

 

明治元 

 

明治２ 

 

明治３ 

明治４ 

明治５ 

 

明治１０ 

 

 

 

 

明治１１ 

 

明治１３ 

明治１４ 

◎明治の世の中になる 

◎明治天皇が五箇条の御誓文を示す 

◎都を東京に移す 

 

◎平民に名字を許す 

○藩をやめて県をおく 

◎東京・横浜間に鉄道が開通する 

 

★常弘重右衛門と孟氏が宮島から大日山金剛院を石内に

うつす 

★石内に石飛分校（場所不明）と丸山分校（下沖）をつ

くる 

 

★丸山分校をやめて、丸山小学校（石内小学校のはじめ）

ができる 

★石内村村議会を設立する 

★石内村の浄土寺を建てなおす 

 

 

世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各１字落としで記入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １８８２ 

１８８５ 

 

 

 

１８８７ 

 

 

１８８９ 

 

 

 

 

 

 

 

明治１５ 

明治１８ 

 

 

 

明治２０ 

 

 

明治２２ 

 

 

 

 

 

 

 

●寺田郵便局ができる（八幡） 

★半坂のかげともの道辺にあった旅籠「上野屋」が宮島

口に移る（明治３０年開通の山陽鉄道宮島駅であなご

弁当を売り出し、明治３４年「あなごめし うえの」

を創業する） 

★丸山小学校を丸山分教室にして、石内簡易小学校をつ

くる 

 

◎大日本憲法が発布される 

●町村制が行われ各村が合併して、石内村、河内村、八幡

村、観音村、五海市村ができる 

★石内村と保井田村、口和田村の一部が合併して石内村

となる、初代村長は土井雅雄 

★石内村村役場を新築する 

★石内簡易小学校を字曲崎（現石内小学校敷地）に新し

く建ててうつる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８９１ 

 

１８９２ 

１８９４ 

 

１８９６ 

 

１８９７ 

 

１８９９ 

 

 

 

 

１９００ 

 

 

 

 

明治２４ 

 

明治２５ 

明治２７ 

 

明治２９ 

 

明治３０ 

 

明治３２ 

 

 

 

 

明治３３ 

 

 

 

 

★修業年限を３か年にして、石内尋常小学校にする 

 

○中国新聞社ができる 

◎日清戦争がおこる 

○広島市に電灯がともる 

★石内尋常小学校は修業年限が４か年となる 

 

○山陽鉄道（広島~徳山間）が開通する 

 

●五日市簡易停車場をつくる 

●駅の近くに運送店ができる 

●五日市の平本油店ではじめて自転車を使用する 

●このころから海老山の下に海水浴場ができる 

 

○郡制がしかれる 

★石内尋常小学校に高等科をおいて、石内尋常高等小学

校にする（明治３９年開校の五海市尋常高等小学校で

は尋常科４年・高等科４年と記述されている） 

 

世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各１字落としで記入 



２０   １９０１ 

 

 

１９０２ 

 

 

 

 

１９０３ 

 

１９０６ 

 

１９０７ 

１９０８ 

 

 

 

 

１９１０ 

 

 

 

 

 

 

 

１９１１ 

 

 

 

 

１９１2 

 

 

明治３４ 

 

 

明治３５ 

 

 

 

 

明治３６ 

 

明治３９ 

 

明治４０ 

明治４１ 

 

 

 

 

明治４３ 

 

 

 

 

 

 

 

明治４４ 

 

 

 

 

明治４５ 

 

 

◎九州の八幡製鉄所が仕事をはじめる 

○広島市に電話がつく 

 

★石内地区では難破一甫流を父甚八について修練した大

下形次郎がその第一人者として、牛馬商のかたわら、

多数の門弟を指導する（平岩に記念碑が残されている） 

★細末佐吉が商標登録「第一化学薬剤及び医療補助品一

切」を取得し細末商会を石内で起こす 

○乗合自動車が可部と横川の間を走る 

 

◎山陽鉄道が国有鉄道になる 

 

★石内村村長野上寛吾が県知事から表彰される 

★石内村の有井・貴船・熊野・松丸神社を臼山八幡神社

に合祀する 

★各小学校が尋常科６年高等科２年になる 

★石内村に隔離病舎ができる 

 

★ロンドンで行われた日英同盟記念親善博覧会に、永井

建子を楽長とする陸軍軍楽隊の精鋭３５名が、５月か

ら１０月までの半年間にわたり、世界一流の各国吹奏

楽隊と連日交換演奏をし、その技術のすばらしさ礼儀

正しさが賞賛され、音楽による国際親善に尽くした 

日英博覧会より陸軍軍楽隊にグランドプライズ（最高

大賞牌）を、総裁コンノート親王殿下より永井建子に

銀製の記念指揮杖を下賜される 

★永井建子総裁コンノート親王殿下より銀杯が贈られる 

永井建子が明治天皇に単独拝謁 

 

●海老塩浜の塩つくりをやめる 

 

◎明治天皇がなくなり、明治の世がおわる 

★湯戸の豪農の家で新藤兼人が生まれる 

 

 



世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各１字落としで記入 

  大

正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９１２ 

 

 

 

 

１９１４ 

 

１９１５ 

 

１９１６ 

 

１９１７ 

 

 

 

１９１８ 

１９１９ 

１９２３ 

 

 

 

１９２４ 

 

 

 

１９２５ 

１９２６ 

 

 

 

 

１９２７ 

大正元 

 

 

 

 

大正３ 

 

大正４ 

 

大正５ 

 

大正６ 

 

 

 

大正７ 

大正８ 

大正１２ 

 

 

 

大正１３ 

 

 

 

大正１４ 

大正１５ 

 

 

昭和元 

 

昭和２ 

 

 

◎大正の世がはじまる 

★石内村の高山に杉・松を植林する 

★３年計画で石内村の主幹道路をなおして県道にする 

★石内村金剛院本堂を建てなおす 

 

◎第１次世界大戦がおこる 

★石内信用販売購買生産組合ができる 

★石内村に電灯がともる 

★石内村の県道改修工事ができあがる 

★村役場を臼山に新築する 

 

★細末豊太郎が同じ商標登録を取得し、細末商会を引き

継ぎ蚊取り線香、殺虫剤、黄粉等の製品を国内のみな

らず、朝鮮半島、台湾、アメリカ等にも輸出し、大下

回春堂との取引もあったようである 

●五日市郵便局で電報の仕事をはじめる 

●五日市で自動車を使いはじめる 

◎関東大震災がおこる 

●砂谷・五日市間の郡道が県道になる 

●八幡でバスが通りはじめる 

 

○電車が通りはじめる（草津～廿日市間） 

●五日市の電車駅の近くに家が建ちはじめる 

●このころから蚕をかう家が多くなる 

 

◎ラジオ放送がはじまる（東京） 

●五日市に電話がつく 

★五日市～石内間を乗り合いバスが走りはじめる 

 

◎大正天皇がなくなり、昭和の世の中になる 

 

◎世の中が不景気になり失業者がふえる 

●五日市でタクシーを開業する 

●五日市簡易水道組合をつくる 

 

昭

和 

 



世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各１字落としで記入 

   １９２８ 

 

 

１９２９ 

 

１９３０ 

 

 

１９３１ 

１９３２ 

 

 

１９３４ 

 

１９３５ 

 

 

１９３７ 

 

 

 

１９３８ 

１９４０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９４１ 

 

 

１９４４ 

昭和３ 

 

 

昭和４ 

 

昭和５ 

 

 

昭和６ 

昭和７ 

 

 

昭和９ 

 

昭和１０ 

 

 

昭和１２ 

 

 

 

昭和１３ 

昭和１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和１６ 

 

 

昭和１９ 

○広島中央放送局ができ、広島でラジオ放送がはじまる 

●楽々園あたりの埋め立てをはじめる 

●海老山西下を埋めて、湯蓋新地をつくる 

●海老塩浜沖の新地をつくる 

 

●このころから子供が洋服を着はじめる 

★石内村巡査駐在所を旧役場横に新築する 

 

◎満州事変がおこる 

◎犬養首相が殺される（５・１５事件） 

★石内村信用組合病院を開設する 

 

●このころから吉見園に家を建てはじめる 

●海老山南下を埋めて月見が浜新地をつくる 

★各小学校に青年学校を設ける 

●国道２号線ができる（現在の区役所前の通り） 

●このころから楽々園あたりに家を建て始める 

◎日華事変がおこる 

●五日市役場を今の区役所の位置に移す 

●楽々園遊園地ができる 

 

●明治製菓工場ができる 

◎政党を解散して大政翼賛会をつくる 

★紀元２６００年記念事業を行う、二宮尊徳像をつくる 

★陸軍軍楽隊第六代楽長として活躍し、日本の洋楽・吹

奏楽の先駆者、日本の交響楽の開拓者として、日本音

楽界に多くの貢献をし、多くの歌曲、吹奏楽典、絵画 

を残した永井建子が昭和１５年３月１３日７６歳で広

島市西区古江５１５番地で逝去、陸軍一等楽長、正六

位、勲五等双光旭日章受章 

 

★小学校を国民学校と改正初等科６年高等科２年とする 

◎太平洋戦争がおこる 

 

◎日本本土の空襲がはげしくなる 

 



紀元 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各１字落としで記入 

   １９４５ 

 

 

 

 

 

１９４６ 

１９４７ 

 

 

 

 

. 

 

１９４８ 

１９４９ 

１９５０ 

 

１９５１ 

 

１９５２ 

 

 

 

 

１９５３ 

 

１９５４ 

 

 

 

１９５５ 

 

昭和２０ 

 

 

 

 

 

昭和２１ 

昭和２２ 

 

 

 

 

 

 

昭和２３ 

昭和２４ 

昭和２５ 

 

昭和２６ 

 

昭和２７ 

 

 

 

 

昭和２８ 

 

昭和２９ 

 

 

 

昭和３０ 

 

●八幡村の中地の山あいの田に米軍機が落ちる 

○広島市に原子爆弾が落とされる 

○市内の焼け残った国民学校で原爆のけが人を救護する 

★石内では浄土寺でけが人の救護をする 

◎ポッダム宣言をうけいれて太平洋戦争が終わる 

●造幣局広島支局が揚にできる 

◎日本国憲法が公布される 

◎６・３制の新しい教育がはじまる 

◎各国民学校が各市町村立小学校になり６年までになる 

●新制中学校、石内村、河内村、八幡村学校組合立八幡中

学校ができる 

◎マッカーサー指令により農地改革が行われる 

●農業会を解散しそれぞれの町村に農業協同組合をつくる 

 

●八幡中学校を三和中学校にする 

●八幡村の利松に八幡青果市場ができる 

◎朝鮮に動乱がおこる 

★石内農協に簡易郵便局ができる 

◎サンフランシスコで平和条約を結ぶ 

○広島県で国民体育大会が開かれる 

●各市町村に教育委員会ができる 

●鈴峯ゴルフ場ができる 

★石内村立保育所を開設する 

★昭和２７年度卒業生が川土手に桜４７本を植樹する 

 

◎テレビ放送（東京）がはじまる 

★石内村公民館を石内小学校内に開館する 

●八幡村の郡橋を鉄筋の橋にする 

●海老園新地をつくる 

●藤垂園に家を建てはじめる 

 

●五日市・観音・八幡・河内・石内の５か町村が合併して

五日市町をつくる 人口２２,７８１人 

★石内小学校を五日市町立石内小学校と改称する 

★石内をバスが通りはじめる 

 



世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各 1字落としで記入 

   １９５６ 

 

 

 

１９５８ 

 

 

１９５９ 

１９６０ 

１９６１ 

１９６２ 

 

 

 

 

１９６３ 

 

 

１９６４ 

 

 

 

 

 

 

 

１９６５ 

 

 

 

 

 

１９６６ 

 

昭和３１ 

 

 

 

昭和３３ 

 

 

昭和３４ 

昭和３５ 

昭和３６

昭和３７ 

 

 

 

 

昭和３８ 

 

 

昭和３９ 

 

 

 

 

 

 

 

昭和４０ 

 

 

 

 

 

昭和４１ 

◎ソ連と国交が回復する 

◎国際連合に加盟する 

○広島でテレビ放送がはじまる（NHK） 

 

●五日市町が消防自動車を購入する 

◎関門国道トンネルができる 

 

●旧村役場を公民館にする 

◎カラーテレビ放送がはじまる（東京） 

●広島工業大学ができる 

★石内公民館を改築する 

★石内小学校にプールをつくる 

●電報・電話局ができ電話が自動式になる 

●五日市町人口調査をする 10 月 1日現在２５,５６９人 

 

◎日本各地に大雪がふる 

●町にごみ収集車をそなえつける 

 

◎東海道新幹線が開通する 

◎第１８回オリンピック東京大会が開かれる 

●臨海土地造成で１１万坪の埋立地を楽々園沖につくる 

●救急車を消防署におく 

★ごみ焼却場を石内の笹利につくる 

○山陽本線が電化する（広島~徳山間） 

●国鉄五日市駅を改築する 

 

★石内小学校に体育館をつくる 

●農業協同組合が合併する 

●信号機を国道にとりつける 

●国勢調査により五日市町の人口３１,９９３人 

○広島民衆駅ができる 

 

●八幡に寺田無人電話局ができる 

●八幡バス通りの道を舗装する 

 

 



世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各 1字落としで記入 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９６７ 

 

１９６８ 

 

１９６９ 

 

 

１９７０ 

１９７１ 

 

 

 

 

１９７２ 

 

１９７３ 

 

 

 

１９７４ 

１９７５ 

 

 

 

１９７６ 

 

１９７７ 

１９７８ 

１９７９ 

 

１９８１ 

１９８２ 

昭和４２ 

 

昭和４３ 

 

昭和４４ 

 

 

昭和４５ 

昭和４６ 

 

 

 

 

昭和４７ 

 

昭和４８ 

 

 

 

昭和４９ 

昭和５０ 

 

 

 

昭和５１ 

 

昭和５２ 

昭和５３ 

昭和５４ 

 

昭和５６ 

昭和５７ 

 

●五日市南小学校を新設する 

★笹利に見真学園を開園する 

★五日市農業協同組合石内支所を新築する 

 

●１月１日現在で五日市町の人口４０，１０１人になる 

◎アポロ１１号 月面着陸に成功する 

 

◎大阪万博が開幕する 

◎沖縄返還協定に調印する 

○西広島バイパス（己斐~五日市波出石間）が開通する 

★石内小学校鉄筋３階建て校舎新築落成する 

★石内地区が市街化調整区域に編入される 

 

◎日中の国交が回復する 

★笹利に自然の村が開園する 

○広島修道大学が西区観音から沼田キャンバスに移転する 

★石内神原のシダレザクラが広島県天然記念物に指定さ

れる 

 

●広島県立五日市高等学校が開校する 

◎山陽新幹線が開通する 

★石内保育所を新築移転する 

★石内農協支所を増築する 

 

●白ケ瀬浄水場が河内にできる 

★新宮山荘（老人憩いの家）を開設する 

★五月が丘小学校を開校する 

★石内公民館を新築する 

★五日市農協石内支所を新築落成する 

 

●美鈴が丘小学校が開校する 

★五月が丘中学校が開校する 

★浄安寺本尊薬師如来像が五日市町重要文化財に指定さ

れる 

 

 



世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各 1字落としで記入 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９８５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９８６ 

 

 

１９８７ 

 

 

 

 

 

１９８８ 

 

 

 

１９８９ 

 

 

１９９０ 

 

 

１９９１ 

 

 

 

 

１９９２ 

１９９３ 

昭和６０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和６１ 

 

 

昭和６２ 

 

 

 

 

 

昭和６３ 

 

 

 

平成元 

 

 

平成２ 

 

 

平成３ 

 

 

 

 

平成４ 

平成５ 

◎日航機御巣鷹山に墜落する 

○山陽自動車道が開通する 

○広島市立沼田高等学校が開校する 

●五日市町が広島市に合併、8番目の区佐伯区が誕生する 

●三和中学校から分離し美鈴が丘中学校が開校する 

●老人ホーム千歳園（山田新町）が開設される 

★五月が丘公民館が開館する 

★原田~草津道路が開通する 

 

●佐伯消防署が完成し業務を開始する 

●国鉄五日市駅新駅舎が落成する 

 

◎国鉄民営化でＪＲが発足する 

●三和中学校から分離し城山中学校が開校する 

●五日市駅自由通路が開通する 

●吉見園埋め立ての、船上での起工式をする 

○広島西警察署が開署する 

 

○広島市立美鈴が丘高等学校が開校する 

◎瀬戸大橋が開通する 

●佐伯区民文化センター・佐伯区図書館が開館する 

 

◎昭和天皇が亡くなり、平成の世がはじまる 

★五月が丘児童館が開館する 

 

●藤の木小学校が開校する 

●五日市駅北口広場の整備が完成する 

 

●佐伯区スポーツセンターが開館する 

○台風 19号で風と塩害による大きな被害を受ける 

★中国そごう都市開発・日本鋼管不動産より「仮称石内

総合文化センター建設用地の提供」を受ける 

 

●藤の木公民館・藤の木児童館が開館する 

◎皇太子と雅子さまが結婚される 

平

成 

 

 

 



世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各１字落としで記入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １９９４ 

 

 

 

 

１９９５ 

 

 

１９９６ 

 

 

 

 

 

 

 

１９９７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９９８ 

 

 

１９９９ 

 

平成６ 

 

 

 

 

平成７ 

 

 

平成８ 

 

 

 

 

 

 

 

平成９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１０ 

 

 

平成１１ 

 

○広島市立大学が開校する 

○アストムラインが営業を開始する 

★石内バイパス（石内地区内）が開通する 

◎第12回アジア競技大会広島大会が広域公園を主会場に広島で

開催される 

◎阪神・淡路大震災が起こる 

●五日市駅北口再開発事業が完成する 

 

★石内バイパスが全線開通する 

●五日市駅自由通路に佐伯区民ギャラリーがオープンする 

○ひろしま国体（第５１回国民体育大会）秋季大会が開催さ

れる 

○おりづる大会ひろしま（第３２回全国身体障害者スポーツ

大会）が開催される 

★文化財収蔵庫（プレハブ）をつくる 

 

●「水鳥の浜公園」が開園する 

●五日市駅南北自由通路にエスカレーターが設置される 

●特別養護老人ホームやすらぎの里（五月が丘）が開設さ

れる 

★石内川の改修工事（ふるさとの川）が完了する 

★石内福祉センターを開設する 

★中島ミスノ明治３５年２月５日生まれ、昭和６年３月 

２９歳で産婆の資格を取得し産婆開業、昭和４１年ま

で３５年間にわたり石内地区で産婆を務め、その記録

によると１００９人の出産を手掛け、石内では多くの

人がお世話になった人 平成９年１月３１日９４歳で

ご逝去 

 

◎冬季オリンピック長野大会が開幕する 

○広島市立大学大学院・広島平和研究所を開設する 

★石内南に広島県免許センターを開設する 

○６，２９集中豪雨で佐伯区では上小深川、神原で大きな土

砂災害が発生する 

 

 



世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各１字落としで記入 

 

 

 

 

２１ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０００ 

２００１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００２ 

 

 

 

 

 

２００３ 

 

２００４ 

 

 

 

 

 

 

 

２００５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１２ 

平成１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１４ 

 

 

 

 

 

平成１５ 

 

平成１６ 

 

 

 

 

 

 

 

平成１７ 

★梶毛ダム事業、５月６日石内福祉センターで本調印式

を行う 

 

◎高橋尚子シドニー五輪女子マラソンで金メダル 

○芸予地震で屋根瓦の崩壊が各地で起こる 

●広島はつかいち大橋が開通する 

★梶毛ダム付け替え道路工事、生活再建地工事完了する 

★梶毛ダム本体工事１２月１９日着工する 

★草津・沼田道路と石内南を結ぶ外環状線工事の一部を

着工する 

★日本鋼管不動産提供のセンター建設用地登記移転を完

了する 

 

◎日本人拉致被害者５人が２４年ぶりに帰国する 

●五日市駅前陸橋が開通する 

●五日市火葬場を改築して使いはじめる 

★石内公民館でホタル講習会（５回）を実施して、石内

公民館、石内小学校、地域の有志が、ホタルの里づく

りに取り組む 

★６月９日梶毛ダム本体工事定礎式をする 

★特別養護老人ホーム石内慈光園を開設する 

★佐伯区女性会いしうちＥＭ普及会を結成し、活性液・

ＥＭ団子による石内川の浄化に、毎年数回取り組む 

★車のドア製造等のヒロテック本社工場（従業員６００

人）が石内南に移転してくる 

★神楽保存会を結成し話し合い、４年ぶりに神楽を復活

する、団員不足解消のため中組だけでなく石内全域か

ら団員を募集することにする 

 

◎尼崎のＪＲ西日本事故で１０７人が死傷する 

◎郵政民営化法案が成立する 

●湯来町をを佐伯区に合併する 

★永井建子記念碑の除幕式・竣工式を開催する 

★石内地区「緑のプロムナード」（散歩道づくり）に１７・

１８年度に取り組み、公民館前に史跡・名所の「総合 

 



世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各１字落としで記入 

    

 

 

 

２００６ 

 

 

 

 

２００７ 

 

 

 

２００８ 

 

 

 

 

 

 

２００９ 

 

 

 

 

 

２０１１ 

 

２０１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１８ 

 

 

 

 

平成１９ 

 

 

 

平成２０ 

 

 

 

 

 

 

平成２１ 

 

 

 

 

 

平成２３ 

 

平成２４ 

 

 

 

 

 

 

案内板」、各史跡・名所に「資源説明板」を設置する 

★「石内まちづくり基本構想」を１７・１８年度にまと

める 

 

★梶毛ダム管理事務所周辺の環境整備に１６~１８年度

に取り組み、サクラ・モミジ・モミノキ等の高木、ツ

ツジ・コグマササ・マツバギ等の低木の植樹、歩道の

舗装、照明灯、手洗い場、水飲み場等を整備する 

 

★社会福祉法人それいゆの会が障害者施設「いしうちの

森」を開設する 

★石内福祉センターへの外環状線からの進入路完成 

 

★新藤兼人監督を迎え、新藤兼人監督生誕碑・映画「石

内尋常高等小学校花は散れども」完成記念碑二つの除

幕式と、映画完成記念祝賀会を開催する 

★映画完成記念碑そばに、映画に出演した 6 年児童、保

護者、地区住民の記念の品をタイムカプセルに入れて

埋める、6年の児童が成人する年に開封の予定 

 

★梶毛ダムを「神原湖」と命名して、竣工式を開催する 

●湯来バイバスが開通する 

●五日市駅南北自由通路北側にエレベーターを設置する 

★石内小学校に鉄筋３階、屋上プールの新校舎が完成す

る 

 

◎東日本大震災・大津波・福島第一原発事故の災害が起こる 

 

●佐伯区役所別館がオープンする 

★石内バイパス横断歩道橋が完成する 

★新藤兼人は映画監督として多くの名作を残し、数々の

賞に輝き、勲四等旭日小綬章、文化勲章を受章、谷本

清平和賞受賞、広島県名誉県民、広島市三原市名誉市

民に、平成２４年５月２９日１００歳で逝去、従三位

に叙せられる 

 



世紀 時 代 西  暦 年  号 日本◎広島○五日市●石内★でできごとを各一字落としで記入 

   ２０１３ 

 

 

 

 

 

 

 

２０１４ 

平成２５ 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６ 

◎２０２０年の東京オリンピック開催が決定する 

●佐伯警察署が開庁する 

★湯戸・下沖地区の区画整理事業が完成し、ホームセン

ターのコーナンやスーパーのマックスバリュー等の商 

店街が開店する 

★原田から西区山田へかけての開発が進む 

★石内川親水護岸に桜を植える 

 

○広島市安佐北区・安佐南区で集中豪雨により土石流・がけ

崩れが発生し、土砂災害で多くの家屋が倒壊し死者７４名

の大災害が起こる 

 

◎御嶽山が噴火して登山者 5８人が死亡、行方不明者５名の戦後

最大の火山災害が起こる 

 

 

 

 

 

 

 

石内村歴代村長 

 

 代  氏   名 在   任   期   間 生  年  月  日 

初 代 土井 雅雄 明治２２． ６． ５～明治２６． ５．３０ 安政 ４．１２．２６ 

二 代 野上 寛吾 明治２６． ５．３１～明治４３． ６．１１ 嘉永 ３． １． ９ 

三 代 谷口  穣 明治４３． ６．１３～明治４３． ７．２９ 元治元年． ６．１４ 

四 代 紙野 和市 明治４３． ８．１５～大正１４． ８． ７ 明治 ７． ９．１１ 

五 代 沖村 一郎 大正１４． ９．２２～昭和 ４． ９．２１ 明治１７． ４． ４ 

六 代 丑田  茂 昭和 ５． １． ９～昭和２１． ４．１５ 明治２０， ５， １ 

七 代 吉田 雅登 昭和２１．１０．１０～昭和２２． ９． ３ 明治２３， ７，２５ 

八 代 八木新太郎 昭和２２． ９．  ～昭和２４． ７．   不明 

九 代 仲田  繁 昭和２４． ９． ４～昭和３０． ３．３１ 明治３６， ７， １ 

 


